
可動 
間仕切り 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

枠組立てねじ 枠取付けねじ田早下部ピース 
口Nビス 
	

豆資 
縦枠下部ビース 

取付けねじ 
皿タッビンねじ 

1種中4x20 

商品特長 

商品一覧 

室内ドア 

室内引戸 

ク亘三亘正巨互＝外組立施工説明 

開き戸（両開き）① 

●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。 

取扱いを誤った場合に、使用者が中軽傷を負う危険及び物的損害の発生が想定されます。冒頭

にまとめて記載していますので必ずお読みください。 

(1セット） 
本体はそれそれ別梱包になっています。 

●枠（1セット） 
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●扉の脱落の原因になるおそれがあるため、下記事項をお守りください。 

●扉の吊込みを行う場合は、扉の丁番力ップが枠側の座に「力チャ」と音がするまではめ込んでください。

扉の落下の原因となります： 

●枠取付けの際は、水準器下げ振り等で水平・垂直を確認してください。 

●造作材建具枠を取付ける時は、必ず接着剤（現場手配）を併用してください。かい木を使用する場合は、か

い木の両面に接着剤を塗布してください。 

●本製品のねじ締付け時には、クラッチ付きドライバーを使用してください。締付けトルクが強すぎると、ねじ

が空転したり、ねじの頭がとんだり、つぶれたりする場合があります。 

●本製品の組立て・施工時には、同梱の指定ねじを使用してください。他のねじを使用すると、部品部材の脱

落や枠の垂下がり・ゆがみ等の原因となります。（本説明書内で「現場手配」と記されている場合は除きます0) 

●本体を吊込みの際には丁番3枚吊り、4枚吊りの扉は、最初に中間の丁番を取付け、次に端部の丁番を取付け

てください。また、扉を支えている手を離す場合は、必ず丁番を2個以上取付けてからにしてくださいD 

●造作材建具枠の下地材には、必ず乾燥材（含水率20％以下）を使用し、湿潤材は使用しないでください。壁内の通気が悪く、内部結露が発生す

るおそれがある場合は、防水処理をしてから施工してください。 

●枠の組立後、ねじれ・引張りなど無理な力を加えないでください。破損する原因になります。 

●造作材建具枠と柱・問柱まぐさとの間には必ず隙間をつくり、かい木をいれてください。かい木には、合板等の乾燥材を使用し、湿潤材は使

用しないでください。造作材建具枠をコンクリートやモルタル（床面）に直付けしないでください。やむを得ず直付けする場合は、造作材建

具枠木口と床面の間に、必ず防水処理をしてください。 

●下枠の納め方に応じて縦枠を切断してください。 

■縦枠の切断  

●薄下枠 

●溝プタ 

ケーシングは枠本体と別梱包になっています。 

●ケーシングセット 

(3本） 

可動 
間仕切り 

■本体部品セット ■枠部品セット 

  

●開口各3を作成レます

※開口部寸J割ニ下記寸

作成願います 
クローゼット
ドア 

部品名称把手把手取1引プねじ 

 

」早組立てねじ 
DNビス 

（皿木ねじ〕 

枠取付けねじ戸当たり戸当たり 

玄関収納 

晋称 中ョ日×55 

00言00昌 071081 昌 
開口H方向 

開口w方向 

H +5mm 
W+ 10mm 07090809 071081 月 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

（ね2長さ26) 

0720082012231323 

071 日 0918 

07200820 07230823 

12201320 」月昌33 

0フ】80日18 

0723082312231323 

	 （ねじ長さ3D) 

■下枠部品セット 
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納まり図 

覇翻議 

竿－ 
用語解説」 

竺  

1W12.171 

〔床先張り（枠後付け）の場合〕―

国埋込下枠下地の確認 

●(暑引よ捨て張り合板の上に施工するか、根太張り工法の場台

「ま下図のように根太を入れて補強してから施工してください。

下農の破揖や扉開閉不具合の原因となります。 

―埋込下枠 

目床張位置（床の張込み） 

●下図の位置に32mm最小開口25mm）あけて床材を

張ってください。 

扉本体 

床材― 
(12mm) 

〔床後張り（枠先付け）の場合〕― 

●4早の取付け後縦枠薄工枠に；二，て床材を張って

くださいD 

薄下枠 

収
納
内

部
側
 枠

 

室
内
側
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室 

胃 

100 

1お願い」 

補強の根太を 
	

床材は必す図の位置に張込んでください。床材の 
入れる「― 	 開口寸法が大きすぎたり狭すぎると、床の隙間が 

見えたり埋込下枠が入りにくい原因となります。 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 
掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません： 国I 



商品特長 
商品一覧 

っ鵬二脚叫眼叫三共ー舞 

紺枠（下部） 

下穴あけ（中2 5'5) 

縦枠下部ピース 

皿タッピンねじ中41120 
（部品セッHこ同梱〕 
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一縦枠下部ビース 

縦枠に縦枠下部ピースをねじ（皿タッピンね

じ中4X20）で固定します。縦枠に下穴（中 

25115）をあける時は取付説明書に載せ

てある型紙を便用して位置出しをすると簡

主にあける了J7〕くでぎます。 

〔床後張り（枠先付け）の場合〕― 
1薄下枠セットを使用してください。 

一薄下枠 
A じ
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■枠の組立て 
	

室内ドア 

〔床先張り（枠後付け）の場合〕― 

埋込下枠セットを使用してください。 

埋込下枠 
	

溝ブタ 

ーーア三一 
旦J縦市n斜線部を切断します。 

円 

●切断寸法（ 12mm）は、H09の場合、床上

面（FL）から上枠上端までの寸法を 

878mm(H12=1 178mm,H18= 

1823mm. 820=2023mm, H23= 

2306mm ）にする場合を示します。 

現場の納まりによって加工寸法を決めてく

ださい。 

扉の下木口と床面の隙問を」0mm以上あ

けるような納まりは戸当たり部品が機能し

なくなりますのでこ注意ください。 

③上枠と縦枠をONビス（皿木ねじ）中3 8065で止めて枠組みします。 

ONビス（皿木ねじ〕 

ゆ3,8065 （同梱） 

室内引戸 

可動 

間1士切り 

クローゼット 
ドア 

玄関収納

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 

（定尺材） 

IJ縦枠の下端に中5、薄下枠に中 3.0=3.2、深さ 

20以上の下穴をあけます。 

2上枠薄下枠と縦枠を、ONビス（皿木ねじ）中 

3 8050で止めて枠組みします。 

ミ湧下枠を組合わせる際、組合わせ面を水平に

調整した後ONビス皿太ねじ）中3.8X50で

固定します。 

〔薄下枠取付け部詳細図）- 

11縦82を切断せずに下穴をあけてください。 

片ーコ＝ニニ二＞ 

※この面を平らに
【,てください。 

※薄下枠は下図の縦枠との組み位置に合わ

せて下穴をあけてください。 

賢―雲奮雛 3,2 163＊胃 
四＝でml l 	側 
師m什「 ／1 

亡E二芭ニユ三  

縦枠 

薄下枠 

選下地材（ 2=3mm）を付け
る場合にも縦枠と薄下枠
の下面を台わせてください。
（下地材は現場手配ですD) 

し 

？「旨 ス（皿木ねじ 
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●縦枠下部ピース取付け穴加工位置 

ケーシング縦枠（下穴ゆ 2.51<5) 

ー―24,6 
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接着剤（現場手配） 
●床材厚さ15mm 

室内ドア 

室内引戸 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

造作材 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

かい木 

―縦枠 

―■一干 
1 

農装。 

ビンねじ1種 
>< 50 

り 

シング（上用） 
〔扉の左右調整〕

●調整範囲 

（合計士2mm) 

//U 

一2 
前後摘整ねじを 
ゆるめる 前讐調警ねじを1 扉 

ゆ白める1左回し 
しまる1 りK 

ゆるむ 
押込む 

ノノ 
引出す 

右回し 

左回し 

把手穴 

把手穴、 

重 
[HO9.F-l1 2) 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 
掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 国田 

商品特長 

商品一覧 

可動 

間仕切り 

目枠の取付け 

①組立てた枠を、開口部に取付

けます。 

※取付けねじ（皿タッピンねじ中 

4.0X5のと同じピッチになる

ようにかい木を入れます。 

元蔀詳細図 
―開口部 

皿タッビンねじ 

（頭部シート色塗装） 
中4'<SO 

一曲rり声臨恩碑巨膏事雲 

〔埋込下枠の場合〕 

●埋込下8を紺辛下部1与スにはめ込み＊

縦枠室内側端部から3mmの位置に

ねじ止めし、溝ブタをはめ込みます。 

1- ..- ．■円－ -.4... ．一ーー― 
1 ●ケーシングの取付け 

1 組立てた枠を開口部に入れます。次に縦枠にケー

：シングを差込み、枠の固定位置を確認します。 

！※ケーシングの足が短いため、後で調整すること
！ができません。このため、位置出しは確実に行

：ってください。 

：※ケーシングは、位置出しのためですから固定

：はしないでください。 

：収納内部側 

j
l
上
寺
」
）

4
x
5
O

I
 

縦枠 

造作材 

(DS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

鰯覇議 

轟 
竺 I 

団扉の吊込み 
①扉の左右勝手の確認 

●H09. H12は把手穴が上になります。 

●H18, H20, H2引ま、下端より上下把手

穴中心までの寸法が9 17mmになります。 

目ケーシング枠の取付け 

※壁材床材を仕上げてからケーシン

グを取付けてください。 

の別梱のケーシングを現場寸法に合わ

せて切断します。 

②枠のケーシング溝ヘケーシングを差

込みます。 

③ケーシング溝とケーシング裏面に接

着剤を塗布し、ケーシングを固定し

ます。 

※仮止めする場合は、専用かくし釘を

こ使用ください。 

縦枠 

③扉の吊込み条件 

●扉の丁番本体を縦1準の丁番座にセットし上から押

込むだけで簡単にセットできます。 

国国国国国国国国阿嘱国1ョ国国国 

●扉の吊込みを行う場合は、扉の丁番力ップがキ・ 

ャビネット側の座に「力チャ」と音がするまでは 

め込んでくださいa扉の落下の原因となります。 

●取外す場合は、先端のスイッチ（黒色）を押込

むと外れます。 

気 
%H1 8(3枚吊り(、H20、H23(4枚吊り）の

場合、最初に中問の丁番を取付けてから端

部の丁番を取付けてください。 

※扉を支えている手を離す場合は、必す丁番

を2個以上取付けてからにしてください。 

墨帯、K二訂 
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丁番座

丁番本体― 
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ク士七牙丞アユ二函P組立施工説明 

開き戸（両開き）② 
②下枠を躯体へ固定します。 

〔薄下枠の場合〕 

●床材厚さ12mm 

※必ず薄下枠に接着剤を付け躯体に

固定してください。 

※必ず薄下枠と下地材に接着剤を付 

け、躯体に固定してください。 

て仙H山旧＝幻、二「薄下枠 下地材（現場手配） 1サIT 

什＝只mml一 ＋接着剤（現場手配） 

―床材 

接着剤（現場手配） 

〔床先張り（枠後付け）の場合〕 

●床材厚さ 15mm 
※薄下枠は接着剤を塗布し、かくし釘等 

茎轟どし「一配） 
一接着剤（現場手配） 

②把手の取付け 

※把手セットは本体に同梱されていますn 

トラス小ねじM4X25 
(H09 、 H12,H15の場合）
トラス小ねじ M4><30 
(H20. H23の場合） 

国扉の建付け調整 

(H18 、 H2O 、 H23) 

海 
竺I 
トける， 

丁番座の 
前後調整ねじを
ゆるめる 

しまる 

」るむ准 

又
＼
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横断面図 
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Dl 96-Gl -001 A 

「遭讐驚警警 
よ生＿墜江＿「胆 
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（階段下納まり図） 

縦断面図 
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可動 

間仕切り 

クローゼット 
ドア 
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（標準納まり図） 

縦断面図 

了 51_ 

ニーゾv 吐 

薄下枠使用 

槌
 一尋 

埋込下枠使用 

ミ胃 
〔へ 

貢 

薄下枠使用 

埋込下枠使用 

商品特長 
商品一覧 

室内ドア 

室内弓1戸 

可動 

間仕切り 

クローゼット
ドア 

玄関収納 

造作材 

(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

腰壁

収納

手すり 

規格表 

室内ドア 

室内引戸 

造作材 
(OS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

覇覇議 
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形材一覧表 

横断面図 昌 
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形材一覧表 

細稽肩秘稽房隣

縦枠 968 1 
上枠 966 1 

薄下枠 1235 1 

1埋込下枠11242 1 
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※ケーシングにつきましては、P.87を

ご参照ください。 
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目戸当たり部品の調整 
①扉の建付け調整を行なった後、扉を閉めて戸当たり部

品とあたっていることを確認してください。 

※扉と戸当たり部品があたらない場合は、戸当たり部品

取付けねじをゆるめ調整してください。 

（調整範囲奥行方向に土 1 .5mm) 

勲、 
戸当たS部品一一、参ンー 

目下部戸当たりの取付け 
の扉を干剥こ吊込み建付け調整を行なった後、戸当たり部品をなベタッピン

ねじ1種中 3.5x 16 （枠部品セットに同梱）で固定します。 

扉本体 
縦枠 

ナベタッビンねじ 

1相中 3.5X 16 
（戸当たりセットに同層） 

部邑 

ノ扉本体 

ナベタッビンねじ 
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